
























































































業　　種 対　象 回答数 回答率(％)



















































































































































合　 計 4 162 226 170 74 n 8 655
比　 率 0.6 24.7 34.5 26.0 11.3 1.7 1.2 100％
資 本金 別は，一応次のような区分を目安に 考 え た。（なお，資本金がUo億以
上であっても第2 部上場会社もある。）　a
）5 億未満……地方証券取引所第2 部上場会社で，小規模の会社

































合　　　　　計 86 70 96 117 187 99 655







赤　　　　宇 回 答 社 数
合　　　　　　　　計 139 516 655















合　　　計 278 222 129 26 655















合　　　計 187 330 100 38 655













































合　　　　　計 157 85 50 290 26 13 12 22 655
比　　　　　率 24.0 13.0 7.6 44.3 4.0 2.0 1.8 3.3 100％
組織名称は，本アンケートに記載のものによった。
Ⅲ　 調 査 結 果 の 概 要
本 調 査 は ， 三 つ の 大 き な 枠 組 を 考 え て 実 施 し た 。1.
企 業 の 財 務 組 織 の 突 尉 と 自 己 資 本 に つ い て　
こ こ で は ， 財 務 組 織 の 実 情 を 財 務 組 織 そ の も の と 財 務 職 能 の 内 容 を 設 問 しT
だ 結 果 ， お よ び 会 社 の 財 務 体 質 の ー う の 手 掛 り と な る 自 己 資 本 比 率 に 関 す る
内 容 を 設 問 し た 結 果 が 明 石 か に さ れ る
○●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　犬=I ゙  II　　
。・




こ こ で は ， 資 金 調 達 に 関 す る 一 般 的 見 解 を フ ァ イ ナ ン ス 理 論 で 重 要 な 概 念
の 一 つ で あ る 「 資 本 コ ス ト（the cost of capital ）」 と の 関 連 で 設 問 し た 結 果
が 明 ら か に さ れ る 。 な お ， 配 当 政 策 も 重 要 項 目 と し て 設 問 さ れ ， そ の 結 果 が
明 ら か に さ れ る 。 加 え て ， こ こ で は 財 務 活 動 の 内 容 結 果 が 明 ら か に さ れ る 。
3. 今 後 の 企 業 の 資 金 調 達 に つ い て　
こ こ で は ， 財 務 戦 略 の 立 場 か ら ， 具 体 的 な 財 務 活 動 結 果 が 明 ら か に さ れ
る 。 今 後 の わ が 国 企 業 の 財 務 行 動 を 推 測 す る う え で 重 要 な 手 掛 り を 与 え る も
の と 考 え る 。
以 下 ，業 種 別 に よ る3 部 門 各10 項 目 ，合 計30 項 目 の 調 査 結 果 を み て お こ う 。1-
（1 ） 現 在 貴 社 に お い て 財 務 に 関 す る 組 織 が あ り ま す か 。　　　　a
）YES　b ） NO　 回 答 社 数i*
 7Km  ■ MM      8^.      o^±      8a  Moo ・3
食　　　 品　32 社　　2 社　34 社　94.1　　　　　　　　　　　　1 5.94　
繊　　　 維　28 社　　O 社　　28 社　100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1























































































た455 社(製造業分)のうち，食品2 社， 精密機器1 社を除く449 社99.3 ％が
財務組織があると答えた。これは，財務組織が何らかの形で会社内に存在し
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て い るこ とを意味し てい るし ，財 務職能 の存 在を も意 味 す るこ とに な る。 も






















8 石 油・ゴ・ ム9














































































































































































































a）46.9 b）28.ニLc） e） i）
a）60.7 b）25.0 d） e） f）
a) 50.0 b)  34.8 d） e）
a）31.3 b）59.4 e）
a）66.7 b）25.0 d）
a）44.4  I　b）37.0 c） e） f）
a)   14.8 b) 61.9 e）29. 6 f）
a）31.0 b）51.7 c) e） f）
a) 23.2 b）59.4 !c d e） 1）





精 密 機 器 ・6　8　0　0　4　0　0     18
印届卜 事務機器　6　4　0　0　2　0　0　12　
合　　　計　　176 202　　7　5　53　9　0 452
a）33.3 b）44.4 d） e）
a）30.0 b）56.7 e f
a）33,3 b）44.4 e）
a）50.O b）33.3 e）
a）38.9 b）44.7 e）11.7 c） d
こ の項 目は，財 務 とい う組 織が どの よ うな 名称 で呼 ばれ てい るか を尋 ねて
い る。 製造業 全 体では， 回 答を 寄 せた176 社,   38.9％ が財 務 その ものを 挙げ
た。 経理 とい う名称は202 社,   44.7 ％を数 え た。 また ， 資金 と い う 名 称 は53
社,    11.7 % を数え た。 製 造業 全体 とし ては ， 財務 とい う名称 よ りも経 理
とい う名称 が幾 分， 上 回 ってい る。 財務 と経理 の問題 は， 日本的 経営 財務 組
織を 考え る うえ で注 目し ておか なけ ればな らない。　
財務 と経理 と の区 別か ら， まず 財務 の方 が経 理 よ りは るか に高い 業 種を 拾
って み ると，「 水産 ・鉱 業」，「食 品」，「 繊維」，「紙 ・ パルプ」，「イヒ学」，「T石
油 ・ ゴム」，「 ガラス・土石 」，「 印 刷・事 務機器」 とな る。 一方， 経理 の方 が
財務 よ りは るかに高い業 種は，「 薬品」，「 鉄鋼」，「非 鉄金 属」，「 機械」，「 造
86　　　　　1，
船 」，「 自 動 車 」， 「 精 密 機 器 」 と な っ て い る ら 「 電 機 」 は ほ と ん ど 同 じ と な9
で い るO-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.I　l-









































































































































































































a）9.4 b）9.4 c）6.3 d）75.0
a)   3.6 b）10.7 c）7.1 d) 78.6
b） c）4.3 d）91.3
b）9.4| c)  3.1 d）87.5
a） b）11.1 c）7.4 d）77.8
a）6.7 b）11.7 c）13.3 d）66.7 e
b）11.1 c）11.1 d）77.8
a） b）10.0 d）86.7
a）5.6 b）5.6l c）5.6 d）83.3




これによれば,    367社81.2 ％の会社が，かなり以前から財務に関する組織を
もっていたことがわかる。a), b), c) の合計は,   18.4 % となり，ここ十数年
以内に生成し たことがわかり，新しい財務組織を考えるうえで参考になる。






































































































































































































2　1　0     180
0　　1　12
74　48　26　50　　2 452
a) 12.5 b)37.5 c)l2.5 d)25.0 f)12.5
a)21.9 b)46.9　J  c)15.6 d)9.4 f)6.3
a)14.3 b)53.6 c)7.1 e)7 1 f)17.9
a) 15.4 1、
ゝCO    QIll
 り∂.O c)7.7 J  ＼ oりi1-1/乙に.・
a)17.4 b)30.4 c)19.6 d)10.9 e)4.3f)l7.4
a)18.8 b)46.9 c） d)18.8 e)6.3 f)6.3
a)8.3c)25.0 d)l6.7 e)25.0 f)25.0
a)33.3 b)44.4 c)7.4 d） e) f)7.4
a) 29.6/ b)25.9 c)l4.8 d)7.4 f)22.2
a)27.6 b)27.6 c)20.7 d)6.9 e)13.8 f）
a) 24.6b)26.1 c)21.7 d)10.1 e)10.1 f)5.8 g
a) 20.0b)36.7 c)ll.7 d)lvS.3e)If)15.0
a) 11.1 b)22.2 c)33.3 e)ll.l f)22.2
a) 13.3 b)30.0 c)26.7 d)l6.7 f)13.3
a)16.71 b)33.3 c)27.8 d） e)ll.l f）
トa)33.31 b)33.31 c)l6.7!  d)8.3| g)8.3(





紙 。パルプ，薬品， ガラス・土石，鉄鋼，非鉄金胤 機械>。電機，精密機器，
印刷・事務機器となっている。　　　　　　　　　　　　 ノ　 ‥‥‥　　‥　l-
（5） その組織での職務内容は何ですか。　　　　　　　　　　　ニ
1　 水産 ・鉱業 該当 ナシ 回答社数
a）侭用供与 と支払方 針　8　　O　　
88
e ） 株　 主　 関　 係f
） 年 金 基 金 等g
） 財 務 諸 表 の 作 成h
） 事 務 の 集 中 化i
） 原 価 計 算 お よ び 管 理j
） 内　 部　 ・監　 査k
） 記 録 お よ び 報 告1)
財　 務　 分　 析J
●・-　　　 ‾r-　　　-　　　　・m



































 12.5 j　　　　　　　　　　　　　　87.5  I1
100 1
I 37.5　　　 ［　　　　　　　　　　62.5I
 12.5 1　　　　　　　　　　　　　87.5  iI
 37.5　　　　1　　　　　　　　　　62.51　　　　　
100 1
こ の項 目は， 財務 組織 での職務 内容を 尋ね てい る。a) からf) は，一 般に 財
務部 に こではトレジャラーに対応させて考えてみる)の仕事，g) か らi) は経理部(
ここではとりあえずコントローラーに対応させて考えてみる) の仕事を ベースに考
え てい る(以下この項の説明の中ではトレジ ャラーの職務は「tre」，コントローラーの
職務は「con 」と記すことにする。)。 ここ では 複数 回 答をし ても よい こ とに な っ
てい る。　1
水 産・鉱業 では，a)信用供与 と支払方 針(tre), b) 銀行 取 引関 係(tre)が100
％で， 次い でc) 余剰資 金の投資(tre),   87.5％,    j)財 務分 析(con),   87.5％, 資
本 予算(tre),   75.0％とな り， 財務 の仕 事が 中心 とな ってい るこ とがわか る。3
食　品　　　　　　　 該当 ナシ 回答社数　a)
信用供与と支払方針　28　4　32　　87.5　　　　　　　　　　　　　I  12か
b) 銀 行 取 引 関 係32　0 32　 「100　　　　　　　　　　　　　 ！
c」余 剰 資 金 の 投 資30　2 32　93.7　　　　　　　　　　　　I  6.3 1
d) 資　 本　 予　 算17 15 32　53.1　　　　　1　　　　　46.9  1
e) 株　 主　 関　 係　0 32 32　1　　　　　　　　　　　　　1001　f)
年 金 基 金 等　4　28 32　　 ド12.5 1　　　　　　　　　　　　　　87.5 I
g) 財 務 諸 表 の 作 成13 19 32　1 40.6　　　1　　　　　　　　59.4 1 ・
h) 事 務 の 集 中 化10 22 32　1 31.3　　 ト　　　　　　　68.7  i
i) 原価計算および管理　8　24　32　　25.0　　1　　　　　　　　　　　　75.0  !
j) 内　 部　 監　 査　4 28 32　I  12.5 1　　　　　　　　　　　　87.5  I
1) 財　 務　 分　 析20 12 32　1 62.5　　　　　　1　　　　37.5  1
m) そ　　 の　　 他　5 27 32　1 15.6 「　　　
…　　　　　84.4　　　　-
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食 品 で は ，a) 信 用 供 与 と 支 払 方 針(tre),    87.5 ％,   b) 銀 行 取 引 関 係(tre),100
％,  c) 余 剰 資 金 の投 資(tre),    93.7%,    k) 記 録 お よ び 報 告(con),     1)財 務 分
析(con), と もに62.5 ％ と な っ て お り， 財 務 の 仕 事 が 中 心 と な って い るこ と が
わ か る．4
繊　 維　　　　　　 該当 ナシ 回答社数　a)
信用供与 と支払方 針　25　3　28　　I  89.3　　　　　　　　　　　　　　I  10.7　b)
銀 行 取 引 関 係28　0 28　1 100　　　　　　　　　　　　　1　c)
余 剰 資 金 の 投 資21　7 28　 に5.0　　　　　　　　　　1　　25. 叫
犬(1)
資　 本　 予　 算15 13 28　1 53.6　　　　　　　1　　　46. 則
e) 株　 主　 関　 係　0     28    28　1　　　　　　　　　　　　100  i
f) 年 金 基 金 等　4　24　28 I  14.3 1　　　　　　　　　　　　　　85.7
上g)
財 務 諸 表 の 作 成15 13 28　1 53.6　　　　　　　　1　　　　46.4  ih)
事 務 の 集 中 化　3　25　28 にL0.7　　　　　　　　　　　　　89.3  i
i) 原価計算お よび管理10　18　28　　135.7　　　　1　　　　　　　　　64.3　j)
内　 部　 監　 査　6 22 28　1 21.4　1　　　　　　　　　78.6　k)
記 録 お よ び 報 告11 17 28　1 39.3　　　1　　　　　　60.7　1)
財　 務　 分　 析19　9 28　1 67.9　　　　　　　　1　　32.1  I
m) モ　　　 の　　　 他　2　26　28　　 け.1 1　　　　　　　　　　　　　　　　　92.9 i
4 繊 維 では ，a) 信 用 供 与 と 支 払 方 針(tre),    89.3％,   b)銀 行 取 引 関 係(tre),100
％,   c)余 剰 資 金 の 投 資(tre),    75％，d) 資 本 予 算(tre),     53.6％, 財 務 分 析(con),
   67.9％，g) 財 務 諸 表 の 作 成(con),    53.6％ と な っ てい る ． 繊 維Tでは 財 務
の 仕 事 が 中 心 と な っ てい る が ， 幾 分， 経 理 の 仕 事 も行 な って い る と こ ろ に 特
徴 が あ る．5
紙・パルプ　a)
信用供与と支払方針　13　0　13　　100　　　　　　　　　　　　　　　　1　b)
銀 行 取 引 関 係13　0 13　I  100　　　　　　　　　　　　　1　c)
余 剰 資 金 の 投 資13　0 13　I  100　　　　　　　　　　　　　　1　d)
資　 本　 予　 算11　　2 13　　1 84.6　　　　　　　　　　　　　　　　1　15.4　e)
株　 主　 関　 係　0    13   13　1　　　　　　　　　　　　100　f)
年 金 基 金 等　.0 13 13　1　　　　　　　　　　　　1001　g)
財 務 諸 表 の 作 成　7　6 13　53.8　　　　　　　1　　　　　46.2  I
h) 事 務 の 集 中 化　1　12　13 7.7 1　　　　　　　　　　　　　　92.3
90　　　j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚i)
原 価 計 算 お よび管 理 ＋3　10　13 ニI  23.1　　[　　　　　　　　　　　76.9  Ij]
内　 部　 監　 査　1 12 13　 け.7 ・1　　　　　　　　　92.3  Ik)
記 録 お よ び 報 告　7　6    13　1 53.8　　　　　　　1　　　　　46.2  I1)
財　' 務　　 分　　 析　12　　1　13　　　92.3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け.7  Im)
そ　　　 の　　　 他　2　U　13　 「15.4　1　　　　　　　　　　　　84.6  i5
紙 ・ パ ル プ で は ，a 」信 用 供 与 と 支 払 方 針(tre),    b) 銀 行 取 引 関 係(tre),c)
余 剰 資 金 の 投 資(tre) と も に100 ％,   d) 資 本 予 算(tre),    84.6 ％ で あ り, 1) 財
務 分 析(con),    92.3 ％,   g) 財 務 諸 表 の 作 成(con),    53.8 ％,   k) 記 録 お よ び 報 告(con),
   53.8 ％, と な っ て い るo    紙 ．パ ル プ 業 に お い て も ， 財 務 の 仕 事 が 中 心
だ が ， 経 理 の 仕 事 も か な り 行 な っ て い る こ と が わ か る ．6
イヒ　学　　　　　　 該 当 ナ シ 回 答社 数a)
信用 供 与 と支 払方 針43　3　46　　i  93.5　　　　　　　　　　　　　16.5  I
b) 銀 行 取 引 関 係46　0 46　 け00　　　　　　　　　　　J　c)
余 剰 資 金 の 投 資41　5 46　89.1　
づ　 一　　　　　　　　I  10.9
 I
d) 資　 本　 予　 算33 13 46　I  71.7　　　　　　[　　28 副
.・ 　　
　
g）財 務 諸 表 の作 成h
）事 務 の 集 中 化i
）原価計算および管理j
）内　 部　 監　 査k
）記 録お よび 報 告1
）財　 務　 分　 析m)
そ　　　の　　　他







ほ ほ ‾r ¬ ‾　　　　　　　　　78.3  113.0
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　87.0 1
　
ト13.0 1　　　　　　　　87.0  1
6 化 学 では)ニa)信用供 与 と支払 方 針(tre),   93.5%,    h)銀行取 引関 係(tre),100
％,   c) 余剰資 金 の投 資(tre),   89.1％，d) 資 本予 算(tre),   71.7％,   1)財務




）銀 行 取 引 関 係c)










d）資　 本　 予　 算1Q 13 32e
）株　 主　 関　 係　0 32 32f
）年 金 基 金 等　3 29 32g
）財務諸 表の作成18 14 32h
）事 務 の 集 中 化　2 30 321
）原価計算および管理12 20 32
わが国企業の資金調達に関する一考察　91I
 59.4　　　　　　　　1　　　　　　40.6  i1
ニ　　　　　　　　　　　100  I9.4
1　　　　　　　　　　　　　　　90.6  1
h) 事 務 の 集 中 化　2 30 32　6.3　　 し　　 ニ　　　　　　93.7 1 ，i)
原 価 計 算 お よ び 管 理　12　20　32　　1 37.5　　　　　1　　　　　　　　　62.5 1j)
内　 部　 監　 査　6 26 32　18.8　1　　　　　　　　　81.2  II.)
拓=, 暴 お よ　rヌ 湛卜 爾　14-　18　^9.　　　I  zt^ 只　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　=;fi  9  I-4/
Hi 四-　　x　　lr 四　　= ゜　=w　　 ゛'　　　｜　-J. ty ・ VJ　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　リ＼J●“ ｜
　m)
そ　　　 の　　　 他　4　28　32 し12,5　　　
丿　　　　　　　87
か7
薬 品 で は ，a) 信 用 供 与 と 支 払 方 針(tre),    90.6 ％,    h) 銀 行 取 引 関 係(tre),100
％,
   c) 余
剰 資 金 の 投 資(tre),    87.5 ％,     d) 資 本 予 算(tre),    59.4 ％ で あ り ，g)
財 務 諸 表 の 作 成(con),    56.3 ％,    1) 財 務 分 析(con) ，59.4 ％ と な っ て い る 。 薬
品 で も 財 務 の 仕 事 が 中 心 と な っ て い る こ と が わ か る 。8　
石 油 ・ ゴ ム　　　　　 該 当 ナ シ 回 答 社 数
a ） 信 用 供 与 と 支 払 方 針　11　1　12　　l9l.7　　　　　　　　　　　　　　 ｜8.3 ｜b
） 銀 行 取 引 関 係12　O 12　 り.OO　　　　　　　　　　　　　l.c
） 余 剰 資 金 の 役 資l2　O 12　 ｜ 1OO　　　　　　　　　　　　　　|
―d
） 資　 本　 予　 算　7　5 12　 ｜58.3　　　　　　　l　　　　41.7 ｜
g ）財 務 諸 表 の作 成h
）事 務 の 集 中 化i
）原価計算および管理j)
内　 部　 監　 査k
）記録 お よ び 報 告D







1 66.7　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　 。33.3  125.0
1　　　　　　　　　　　　75.0  1
8 石 油 ・ゴ ムでは,   a)信用供与 と支払 方 針(tre),   91.7％,   h)銀行取引関 係(tre)
お よびc) 余剰資 金 の投 資(tre) ともに100 ％,   d)資 本予 算(tre),    58.3％ で
あ り，g) 財務 諸表 の作成(con),    50.0％,   k)記録お よ び報 告(con),    58.3％,   1)
財務 分析(con),    66.7％ とな ってい る。石油 ・ ゴyムで ぱ,く財 務り 仕事 が中心 で
92
あ る が ， 経 理 の 仕 事 も か な り 加 わ っ て い る の が わ か る ．9　
ガ ラ ス ・土 石　　　　 該 当 ナ シ 回 答 社数　a
） 信用 供 与 と支 払 方 針　22　5　27　　81.5　　　　　　　　　　　　1　　18.5  !
b) 銀 行 取 引 関 係27　0 27　I  100　　　　　
‥　　　　　　　
｜
c ） 余 剰 資 金 の 投 資21　6     27　77.8　　　　　　　　　　　　22.8  i
d ） 資　1 本　　 予　　 算　16　11　27　　　59.3　　　　　　　　　　　　　j　　　　　　　　　40.7 I
e ） 株　 主　 関　 係　1 26 27　3.71　　　　　　　　　　　96.3  I
f ）年　 金　 基　 金　 等　2　25　27　　7. 引　　　　　　　　　　　　　　92.6　g
） 財 務 諸 表 の 作 成　14　13 27　　1 51.9　　　　　　1　　　　　　48.1  I
h ） 事 務 の 集 中 化　5 22 27　1 18.5　 ト　　　　　　　　　81.5  i
i ） 原 価 計 算お よび管 理　10　17　27　 「37.0　　　1　　　　　　　　　　63.0  I
j 」 内　 部　 監　 査　3 24 27　 にに』ムI　　　　　　　　　　88.9  I
k ） 記 録 お よ び 報 告　13 14 27　48.1　　　　　1　　　　　　　51.9　1
） 財　 務　 分　 析12 15 27　1 44.4　　　 ト　　　　　55 が
一一m） モ　　　 の　　　 他　3　24　27　　111.1 1　　　　　　　　　　　　　　88.9  I
9 ガ ラス・土石 では,   a)信 用供 与 と支払 方 針(tre),   81.5％,   b)銀行取 引関
係(tre),   100％,   c)余剰資 金 の投資(tre),   77.8％,    d)資 本予算(tre),    59.3%
であ り，g) 財務諸表 の作成(con),     51.9％とな って い る。　ガラス・土 石 でも
財 務 の仕事が中心 であ る。10
鉄 鋼
a ）信用供与と支払方針b
）銀 行 取 引 関 係c
）余 剰資 金 の投 資d
）資　 本　 予　 算e
）株　 主　 関　 係f
）年 金 基 金 等g
）財 務 諸表 の 作成h
）事 務 の 集 中 化i
）原価計算および管理j
）内　 部　 監　 査k
）記 録お よび 報 告I









































I 92.6　　　　　　　　　　　　　　17.4  i
-
77.8　　　　　　　　　　　　1　22.2  II
 70.4　　　　　　　　　　　1　　　29.6  I1
100 1








 81.5　　　　　　　　　　　　1　18.5  II
 25.9　　　1　　　　　　　　　　　74.1  I
わが国企業の資金調達に関する一考察　　93　10
鉄鋼 では,   a)信用供与 と支払 方針(tre),   92.6％,   b)銀行取 引関 係(tre),100%,
   c)余剰 資 金の投資(tre),    77.8％,    d)資 本 予算(tre),    70.4形であ り，k)
記録お よび報 告(con),   74.1叫,   1)財務 分析(con),   81.5形 とな ってい る。鉄
鋼で も財務 の仕事が中 心 であ るが， 経理 の仕事 も扱 ってい る こ とがわか る。n
非鉄金属　　　　　　 該当 ナシ 回答社数　a)
信用供与と支払方針　28　1　29　　1 96.6　　　　　　　　　 十　　　　13.4b)
銀 行 取 引 関 係29　0 ・29　I  100　　　　　　　　　　　　　1c)
余 剰 資 金 の 投 資27　2 29　1 93.1　　　　　　　　　　　　I  6.9d)
資　 本　 予　 算20 ・　9 29　1' 69.0　　　　　　　1　　　31.0e)
株　 主　 関　 係　0 29 29　1　　　　　　　　　　　　100 I0
年 金 基 金 等　2 27 29　6.9[　　　　　　　　　　93.1g
」財 務 諸 表 の 作 成20　9 29　1 69.0　　　　　　　　1　　　31.0 1
h) 事 務 の 集 中 化　5 24 291
）原価計算および管理　14　15　29j
）内　 部　 監　 査・4 25    29
k) 記録お よび報告1








1 65.5　　　　　　　　　　　　1　34,5  II
 6.9 1　　　　　　　　　　　　　　93.1
a) 信用供与と支払方針(tre),    96.6§,    b):銀行取引関係
(tre),   100％,   c)余 剰資金 の投資(tre),   93.1叫,    d)資 本予算(tre),    69.0% で
あ り，g) 財務 諸表 の作成(con),   69.0％，1)財務 分析(con),    65.5％とた ってい
る。 非 鉄金 属におい て も財務 の仕事が中 心 であ り， 経理 の仕 事 も他業種 と同
様に 行な ってい るのが わ。か る。12　
機　械
a）信用供与と支払方針b
）銀 行 取 引 関 係c
）余 剰 資 金 の 投 資d
）資　 本　 予　 算e
）株　 主　 関　 係O
年 金 基 金 等g)
財務 諸 表 の作成h

























I 95.7　　　　　　　　　　　　　4.3 11 98.6　　　　　
に







）内　 部　 監　 査k
）記録 お よび 報 告1





48　69 i 30.4　　　1　　　　　　　　　69.6 I
18 69　 ト73.9　　　　　　　1　26.1
48　21　69　　1 69.6　　　　　‥　　　　1　　30.4  i
m) モ　　　 の　　　他　14　55　69　　1 20.3　1　　　　　　　　　　　　　　79.7 I
機械 では，a) 信用 供与 と支払 方 針(tre),    95.7％,    b) 銀 行取引 関 係(tre),98.6
％,   c)余剰資金 の投資(tre) ，88.4 ％,    d)資 本予算(tre) ，63.8 弧であ り，g)
財務諸表 の作成(con),    75.4％,    k)記 録お よび報告(con) ，73.9 ％,    1)財務
分 析(con),   69.6％とな ってい る。機械 は ，財務中 心 であ るが， 経理 もそれ に
近 い ぐらい の程度 で行 なわ れてい るのが推 察さ れる。
13　 電　 機 該当 ナシ 回答社数
a ）信用供与 と支払方針　54　6　60 I  90.0　　　　　　　　　　　　　 に0.0h
）銀 行 取 引 関 係60　0 60　 に00　　　　　　　　　　　　　1
　d
）資　　本　　予　　算　35　25　60　　1 58.3　　　　　　　　　　1　　　　　　　41.7 Ie
）株　 主　 関　 係　1　59　60 1.7 ト　　 ＿　　　　　　　98.3 ］0
年 金 基 金 等　3 57 60　I  5.0|　　　　　　　　　　95 川g
）財 務 諸 表 の 作 成27 33 60　1 45.0　　　　 り　　　　　　55.0 1
　
　D
内　 皿　 監　 査11  .49 60. i  18.3　　　　　　　　　81.7 ¬
己 こ  34   60       」^43,3 | 56.7  |1
）財　 務　 分　 析37 23 60　1  61.7　　　 ＼　　 ト　　　38.3  I
m ）そ の 他　9　51　60　　15.0 1　　　　　　　　　　　　　85.0 I
13 電機 では,   a)信用 供与 と支 払 方 針(tre),   90.0％,   b)銀 行取引関 係(tre),100
％,  c)余剰 資金 の投資(tre),    90.0％,    d)資本予算(tre),    58.3％であ り，
財 務 分析(con),   61.7％とな ってい る。電 機 では，財務O 仕 事が中心 であ るこ
とが わか る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‥　　　　 ‥　　い14　
造　船　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 十　　　‥　　白　　　　　犬
a）信用供与と支払方針b
）銀 行 取 引 関 係c













I 88.9　　　　　　　　　　　　　　　1 11.1 1
d ）資　 本　 予　 算e
）株　 主　 関-・係O
年 金 基 金 等g
）財 務 諸 表の 作成h





















i）内　 部　 監　 査　O　9　9k
）記録お よび報告　3　6　91
）財　 務　 分　 析　7　2　9
わが国企業の資金調達に関する一考察　　95
［77.8　　　　　　　　　 ト　22.2  i1
100  I
に11.1「　　　　　　　　　　 ニ88.9  I55.6
1　　　　44. 則I




a ） 信用供与 と支払方針　26　4　30b
） 銀 行 取 引 関 係29　1 30c)
余 剰 資 金 の 投 資28　2 30d
）資　　本　　予　　算　19　11　30e
） 株　 主　 関　 係　1 29 30D
年 金 基 金 等　3 27 30g
）財 務 諸 表 の 作 成19 n 30h
）事 務 の 集 中 化　3 27 30i
）原価計算お よび管理　13　17　30i
） 内　　部　　・監　　査　　5　25　30k
） 記 録 お よ び 報 告20 10 301
） 財　 務　 分　 析22　8 30m)
モ　　　 の　　　 他　6　24　30
I 96.7　　　　　　　　　　　　　 ∩3.3 II
 93.3　　　　　　　　　　　　　6.7  Ii
 63.3　　　　　　　　　　1　　　36.7  1I







 73.3 し　　　　 犬　 ト　26.7  I1
20.0　　　　　　　　　　j　l　80.0
∧15 自動車 では，a) 信 用供与 と支払 方 針(tre),     86.7％,    b) 銀行 取引関 係
くtre)，96.7%,     c)余剰 資金 の投資(tre),    93.3叫,    d)資 本予算(tre),    63.3％
であ り, g) 財務 諸表 の作成(con),   63.3％レk) 記 録お よび報 告(con),   66.7％,
96




）銀 行 取 引 関 係17　1 18　1 94.4　　　　　　　　　　　15.6  1c
）余 剰資 金 の 投資17　1 18　1 94.4　　　　　　　　　　　　15.6  Id
）資　 本　 予　 算　8 10 18　1 44.4　　　　　J　　　　55.6  I
-e
）株　 主　 関　 係　0    18   18　1　　　　　　　　　　　　　100  ID
年 金 基 金 等　0 18 18　1　　　　　　　　　　　　1001g
）財務 諸 表 の作 成　8 10 18 ・　1 44.4　　　　　　1　　　　　55.6h
）事 務 の 集 中 化　1 17 18　5.6 1　　　　　　　　　　　94.4i
）原価計算および管理　6　12　18　　I 33.3　　　　　1　　　　　　　　66.7j
）内　 部　 監　 査　3 15 ・18　 け6.7　1　　　　　　　　　83.3k
）記 録お よび 報 告　7 n 18　38.9　　　　　1　　　　　　61.11
）財　 務　 分　 析　12　　6　18　　I 66.7　　　　　　　　　　　　1　　33.3m
）モ　　 の　　 他　。4 14 18　22.2　j　　　　　　　　77.8
16精密機器で。は,    a)信用供与と支払方針(tre)，83.6％,    b) 銀行取引関係(tre)




）銀 行 取 引 関 係c
）余 剰 資 金 の 投 資d
）資　 本　 予　 算e
）株　 主　 関　 係f
）年　金　基　金　等g
）財 務 諸 表 の 作 成h
）事 務 め・集 中 化i
）原価計算および管理j
）内　 部　 監　 査k
）記 録 お よ び 報 告1









































I 91.7　　　　　　　　　　　　　118.3  I1100
1




1 50.0　　　　　　　1　　　　　　50.0  I25.0
1　　　　　　　　　　　75. 剛一i
 25.0　　1　　　　　　　　　　　　75.0  1I
 16.7　1　　　　　　　　　　　　　　83.3141.7　　　　
1　　　　　　　　58.3  1I
 66.7　　　　　　　　　　　 ト　　　33.3  I1
33.3　　　1　1　　　　　　　　　　66.7  i
わが国企業の資金調達に関する一考察　　97　17
印刷・事務機器では，a) 信用供与と支払方針(tre),   91.7％，)) 銀行取引
関係(tre), 100 ％, c)余剰資金の投資(tre), 91,7形，d) 資本予算(tre),   50.0％
であり, g) 財務諸表の作成(con),   50.0形,   1)財務分析(con),   m.7叫となって
いる。印刷・事務機器では財務の仕事が中心であり，経理の仕事は他業種と
同程度に行なわれている。　





b) 保険 会 社　4　4　8　50.0　　　　　　1　　　　　　50.0  I






b ） 保険 会 社　19　






b ） 保 険 会 社　15　






b ） 保 険 会社　10j　






































 9.4  jI



































保 険 会 社35 n 46　1 76.1　　　　　　　　　1　　23.9  1





保 険 会 社












b ） 保 険 会 社　9






b） 保 険 会社

















































I 90.6　　　　　　　　　　　　　　　　　　I  9.4  I
　I
 81.3　　　　　　　　　　　　　1　18.8  1
ト15.6　1　　　　　　　　　　　　　84.4  1I




 91.7　　　　　　　　　　　　　　　18.3  1
に6.7　1　　　　　　　　　　　　　83.3  II




















け4.1　　　　　　　　　　　　 ト　　25.9  1




） 銀　　 行29　0 29　I  100　　　　　　　　　　　　1　
　　c










） 保 険 会 社c
） 証 券 会 社d
） 株　　　主e)




） 保 険 会 社c






） 保 険 会 社c

































































i 89.9　　　　　　　　　　　　　　　1 10.1 i
に9.3　　　　　　　　1　　　　　　　50.7 1











 33.3　　 ｜　　　　 犬　66.7 I
100






行29　1 30　I  96.7　　　　　　　　　　　13.31
保険会社19 11 30　1 63.3　　　　　　　　1　　　36.7  1
証 券会社27　3 30　90.0　　　　　　　　　　　　10.0  i






b） 保 険 会 社
回．　　c











24　6 30　 。 1 80.0　　　　　　　　　　　　1　20.0 i3





































1 94.4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15.6  II







16.7 り　　　　　　　　　　83.3  I58.3
1　　　　　41.7 1














学を除 いたす べて の業 種 とな ってい る。公認 会計士 と のかかお りあい が深い
点は 一つ注 目に 値す る。　
なお,  d)株主 につ い ては全 業種 とも低い 回答率 とな ってお り， この点 もわ































石 油 ・ ゴ ム



































































I a ）62.5　　　　　I  b ）37.5　　1a
）44.1　　　i  b ）55.9　　　　1I
 a ）32.1　　b ）64.3　　　　13.6　　　　　　　　　　
一
a ）15.4  I b ）84.6　　　　　　　　1
一　　　　　　　　　　　　　 一I
 a ）15.2  I b ）84.8　　　　　　　　　　　　　　　　1
） 46.9 53.1
「a」8.3 I b）91.7　　　　　　　　1I
 a）22.2   1 b）77.8　　　　　　 りa
）1・8.5 b）81.5　　　　　　　1
a）27.6 b）69.0 3.4
a ）44.9　　　i  b)   53.6　　　　1
　
0　9　1　b ）100.0　　　　　　　　　1
0 30　I  a）43.3
0 19　I  a)  52.6　　　　　b ）47.4　　10 12　I
 a）50.0　　　　b ）50.0　　　1
合　　　　計　　155 296　4 455　　1 a)   34.1　　　　　I b）65.1　　　　　　　　1　
こ の項 目は ， 会 社 の 自己 資 本 比 率 の妥 当 性 を 尋 ね て い る。 製 造 業全 体 で
は ， 肯定 す る も の155 社,  34.! ％を 占 め,    3 社 中1 社 が 現 状 に 満 足し てい る
こ とが わ か る。 し かし な が ら3 社 中2 社 は 現 状 に 不 満 を も っ てい る こ とが わ
か る。 肯 定 す る も の が多 い 業 種（40 叫以上）を ひ ろ っ て み る と， 水 産 ・鉱 業62.5
％, 精 密 機 器52.6 ％, 印 刷 ・事 務 機 器50.0 ％, 薬 品46.9 ％, 機 械 鯉 。9％, 食
品44.1 ％ と な って い る。 水 産 ・鉱 業 を 除い て 他 は ， 現 在 ， 業 績 好 調 業 種 が多
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こ の項 目は現 在 の自己 資 本比率を肯定し た場 合 の理 由を尋 ねてい る。 製造
業全 体 では,   a)他社 との関 係を 比較し て,   89社,   57.4％,   b)現 在 の企業 経営
に支 障が ない か ら,   53社 ，34.2 ％とな ってお り， 他 社 との関 係 で問題 分析 の
視点 をみてい ると考 えら れ る。 この場合,   a)他社 と の関 係を 比較し て，を 回
答し た 高い業 種(60 ％以上)をあげ て みる と，食 品，紙 ・パ ルプ，薬品，石油 ・j
ゴム，鉄 鋼， 自動 車 とな る。 他方,  b)現 在 の企業 経営 に支障 がないから，を
回答し た高い 業 種(50 ％以上)をあげ て みる と， 水産 ・鉱 業， ガラス・土 石，
印 刷・事務機 器 とな る。上 記業 種におい ては 自己 資 本 比率を 重 要な問題 とし


















































































精　 密　 機　 器　9
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るこ とを 望 ん でい る。わ が国上 場会 社 の自己 資本比 率 が20 ％程度が平均的 で
あ るこ とを考 え れば ，上げ る方 向を 財務 担 当 者が考 え た とし て も十 分理解 で
きる。　
項 目1-(10) は ，回答会 社全 部に対し ，望 まし い 自己 資 本 比率の水準を尋 ね
てい る。 製造業 全体 では,   a)50％以上を 考 え る もの148 社,   32.5形を数え る。
また，b)50 ％～A ％は75 社, 16.5 ％,   c)40％～31 ％は96 社, 21.1 ％を 数え，こ
こまでに 合計319 社，70.1 ％を 数え るこ とに な る。 こ れは， 回 答会社 の自己
資 本比率( 実数値)と比 べて 高い 比率を 求 めて い るこ とがわか る。　50
％以 上 の 自己資 本比 率を 求 め てい る比 率が 高い業 種(40 ％以上)は，食品，
薬品， 機械， 電機， 精密機器， 印刷 ・事 務機 器 とな っ てい る。 41％以上(a)
とb)を加えたもの)で，回 答を 寄 せた比率 が50 ％を 超え る業 種は， 水産 ・鉱業，
食 品， 薬品 ，機械， 電機， 自動 車，精 密機 器， 印 刷・事 務 機器 と な っ て い
















































































































































I a）39.3　　I  b）60.7　　　　　1
a）53.8 b）23.9 C
I a)  73.9　　　　　　　I  b ）23.9  I c|a
）56.3　　　　　　　　　b ）43.8　　　　　　1I
 a ）58.3　　　　　　　　　　I b ）41.7　　　　　　　1I
 a ）63.0　　　　　　　　　　　　I b ）37.0　　　　　1I
 a ）92.6　　　　　　　　　I  b ）7.2|I
 a ）72.4　　　　　　I  b ）27.6　　1
a）60.9 b）37.7 C
I a）56.7　　i  b）41.7　　　　I  *^lI





自　 動　 車20     10　0    30　I  a）66.7　　　　　　 ） 33.3　　1
精 密 機 器10　9　0    19　I  a）52.6　　　　　b ）47.4　　　1
印 刷・事務機 器　8　4　0　12　　I  a）66.7　　　　　　　　I  b）33.3　　 り
合　　　 計　　280 170 ＋5 455　　I  a）61.5　　　　　　　　b）37.4　　|c ）l.l|
この項目は，今後2 ～3 年の資金需要を尋ねている。　製造業としては,   a)






































































































a)  53.6 b）42.9 C
I a）46.2　　　b ）53.8　　　　1I
 a）45.7　　　b ）54.3　　　　1a)
  50.0　　　 け） 50.0　　 二
a)  16.7 b)1 75.0 c)8.3
a)  55.6　　　I  h)  UA 二＿＿」I
 a）51.9　　　b ）48.1　　　1a




30　I  a ）66,7　　　I  b ）33.3　　　　1　　-
17　印刷・事務機器　8　4　0　12　　a)66.7　　　　　　　b)33.3　　　　1　　　
合　　　計　254 195　6 455　　1 a)  55.8　　　　　　　b)。42.9　　　　　　1　
この項 目は，資 金調 達 の場 合，a) 内部資 金 とb) 外部 資 金 とどちらに 重点を
置い てい るかを尋 ねてい る。 製造業 では， 前 者が254 社,    55.8% で， 後者が195
社,  42.9％であ り， 幾 分， 内部資 金 と答え るものが多 い6 食品， 自動 車，
わが国企業の資金調達に関する一考察　　107


























































































































  80.0　　　　　　　　 ・I b ）20.0    i
　I
 a ）66.7　　　　　　　　　　　　I b ）33.3　　　　1a
）61.9　　　　　b ）38.1　　　1I
 a)   100　　　　　　　　　　　1
　a
）86.7　　　　　　　　I  ））13.3  1a
）71.4　　　　　　I  b ）28.6　　1
卜 卜72.2　　　　　　b ）27.8　　1I
 a ）80.5　　　　　　　1 b ）19.5　1
a）86.5 b)10.8C
I a)  100　　　　　　　　　　　　　1
　I
 a）83.3　　　　　　　 け） 16.7I
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こ の項 目は，資 金 調達 とし て外部資 金重 視を 回 答し た ものの うち， そ の調
達源 泉 とし ては 何を 考えてい るか尋ね てい る。 この場 合， 製造業全 体 では も
っとも多 い のはe) 借入 金であ り,   117 社，60.0  % を数 え る。引 き続きc) 転換
社債40 社,   20.5％,   b)普通 株33 社,   16.9％ とな ってい る。 転 換社債 と普 通株
で50 ％以上 を示し てい る業 種を とりだし て み る とけ 食 品，紙 ・ パルプ，非 鉄
金属 ，精密 機器，印刷・事務機 器 とな る。それ ぞ れの比 率は ともか くとし て，
この場 合借 入金， 転換 社債， 普通 株が基 本的 な も のとな ろう。　2-(5)
資金調達源泉の選択基準は次のいずれが重要だと思いますか。　　　　　
a)b)c)




























































































自　 動　 車・ 21
精　 密　 機　 器　14



















































a)  62.5 b）25.0 c）12.5
i a）64.7　　　　I  b) 26.5　　|c ）8.8lI
 a）85.7 。’　　　　　　b ）14.3 Ia)
  92.3　　　　　　　　　lb ）7.7|
　a
）75.0　　　　　　　b)  25.0.I(




1　69 a ）82.6　　　　　　　b)  15.9日
-1　60
a)  78.3　　　　　　　I  b）20.0日0
9　　a ）77.8　　　　　　　b ）22.2
　0　19 I
 a)  73.7・　　　　　　　I  b）26.3　10　12 i
 a)  91.7　　　　　　　　|b ）8.3f
この項目は，資金調達源泉の選択基準を尋ねている。製造業全 体 とし て




















































































精　 密　 機　 器　8　11



































a ）25.0 b ）50.0　　　c ）25.0　1a
）26.5　I  b）64.7　　　I  c）8.8  Ia)
  46.4　　　　　 ＿　b）50.0
・　　　　　　
り^a
）30.8　b)   69.2　　　　　　1a
）47.8　　　 ■ I b ）52.2　　　　 ］a
）43.8　　　I  b ）50.0　　c ）6.3|
a）25.0 b）58.3 c)16.7
a）37.0 b)  59.3 C
fa）66.7　　　　　b)   33.3　　1
a）44.8 b）51.7 C
I a)  50.0　　　I  b）50.0　　　　11




この項目では，製造業全体として，a)資本コスト96 社,   43.1 ％，b) 自己
















































































































































I a）62.5　　　Ib ）12かc ）25.0     I
　
　a
）76.9　　　　I  b)  15.4 I c）7.71I












この項目は，転換社債のj リットを尋ねている。製造業全体では,   a)資本
コスト, 300社, 65.9％, b) 資金調達の容易性, 114 社, 25.1 % で，前者が極め
て高い。それぞれの業種についても製造業全体と大体一致している。ここで
もまた財務担当者が使う資本コストの意味内容が重要であると考えられる。





































































機　　　 械35 28　6 69
電　　　 機23 27 10 60
造　　　　　 船　1　5　3　9
自　　 動　　一車　　8　21　　1　30
精　 密　 機　 器　6　10　3　19
印刷・事務 機器　3　9　0　12　
合　　 計　183 224 48 455
a)  29.4　b ）61.8 c)8.8




 a）40.7　　　b ）48.1　　　c)  11.11I
 a) 44.4　　　　b)    51.9　　　 回1
 a）31.0　 け） 58.6　　　　c ）10.31a)
  50.7　　1  b）40.6　　　|c)8.7|I
 a）38.3　i b）45.0　　　c ）16.7 i
一
I a）11.1 1 b）55.6　　　c ）33.3　　1a)
 26.7　I  b)  70.0　　　　lc|
a) 31.6 b）52.6 c)5.8
I a）25.0 I b）75.0　　　　　　　　1I
 a）40.2　　　1  b）49.2　　　c ）10.61
この項目は，普通社債のメリットを尋ねている。製造業全体ではa)資本コ







































































I a）12.5 I b）87.5　　　　　　　　1I
 a）23。5 b ）67.6　　　　　　c ）8.8|
（a ）21.4    I ））78.6　　　　　　　　1ia
）1・5.4 I b）84.6　　　　　　　　1I
















































）16.7   け ）66.7　　　　　I  c）6.7|
レa）7.41　b ）92.6　　　　　　　1
トa）18.5　b ）81.5　　　　　　　1




OR　　n　Qn　　　I  。べ　-1/2 フI  ＼＼̂　oo  o　　　　　　　　　　　　　　　　　1
‘ に　 ゛ ゛゛　I   “ ノ ーLリ, /    I   yjノO り・り　　　　　　　1
4　15 0 19　I  a）21.1　b ）78.93　　9　　0
    12　I  a）25.0　b ）75.0　　　　　　　1
74 366　15 455 a）16.3 b）80.4 c)3.3
この項 目は， 借 入金 の場合 のj リ ットを 尋 ねて い る。製造業 全体 でlit.,  a)
資 本コ スト,   74社,   16.3%,    b)資 金調 達 の容易 性366 社,   80.4％であ り，後 者
が断然 高い。通常け 借 入金は資 本 コストにつ な が るべ きだ と考え るが，わ が










































































































































 a）76.5　　　　　　I  b）20・.6　|c|
a) 81.3　　　　　　　　 け） 18.8」
匯∩50.0　　I  b）33.3　　|c ）16.71I
 a）63.0　　　　　I  ） 37.0　　1I
 a）ニ81.5　　　　　　b ）14.8 i ^
a）62.1 b）34.5 C
a）68.1 b)  29.0 C
















a) 88.9　　　　　　　　b ）11.1 1
一1
 a）80.0　　　　　　　 け） 20.0　1I
 a）52.6　　　　b ）47.4　　　　 ｜I
 a）66.7　　　　　i  b）33.3　　　1
a）71.2 b）26,4 c)2.4
この項目は，配当政策を尋ねている。製造業全体ではa) 安定配当政策324
社,  71,2％，b) 配当性向主義,    120社,   26.4 叫とたっており，安定配当政策
が多いことが理解される。 配当性向主義が比較的高い(35％以上)業種は， 繊
維，ガラス・土石，精密機器となっている。安定配当主義による 配 当 政 策




水産・鉱業　　　　　 該当 ナシ 回答社数　　　a)
普　 通　 株　2　6　8　I  25.0　1　　　　　　　　75 剛
b ）優　 先　 株　0　8　8　1　　　　　　　　　　　　1001e
）転　換　社　價　1　7　8　　 「12.則　　　　　　　　　　　　　　　87.則d
）普 通 社 價　2　6　8　　 レ2|5.O　　」　　　 ＿　　　　　　75|川
f ）ワ ラ ソ　ト 債　0






c) 転 換 社 債
d）普 通 社 債
e) 借　 入　 金
f）ワ ラ ン ト 債
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4 繊 維 該当 ナシ 回答社数
a）普　 通　 株　9 19 28　1 32.1　　　1　　　 ∧　　　　67.9 I
　c
）転 換 社 債　6 22 28　I  21.4　1　　　　　　　　　78.6  1
d ）普 通 社 債
e）借　 人　 金
D ワ ラ ン ト 債






c ）転 換 社 債
d ）普 通 社 債
e ）借　 入　 金
0 ワ ラ ン ト 債
g ）中 ・ 短 期 債
h ）現先による調達
i ）そ　 の　 他
略 化 学　　a)
普　 通　 株
b ）優　 先　 株
c ）転 換 社 債
d ）普 通 社 債
e ）借　 入　 金
D ワ ラ ン ト 債
し　　g ）中 ・ 短 期 債
h ）現先による調達
i ）そ　 の　 他7
薬　品


































































I 10.7 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　89.3  I
　
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　100 1










 32.6　　　1　　　　　　　67.4  II
 91.3　　　　　　　　　　　　　　　18.7  1I
 28.3　　　1　　　　　　　　　　　71.7  I4.3
・　　　　　　　　　　　95.7
10.9  I　　　　　　　　　　　　　　　　　，.　89.1  II
 2.2  I　　　　　　　　　　　　 よ　　　97.8  I
a ）普　 通　 株22 10 32　1 68.8　　　　　　　1　　　31.3  I
116　　
b）優　 先　 株
c）転 換 社 債
d）普 通 社 債
e）借　 入　 金
0 ワ ラ ン ト 債
g）中 ・ 短 期 債
h ）現先による調達






























3.1 1　　　　　　　　　　　　　　　96.9  II
 15.6　1　　　　　　　　　　　　　84. 引I
 6.3 1　　　　　　　　　　　　　　　93.8  I
該当 ナシ 回答社数
a）普　 通　 株　3　9 12　I  25.0　1　　　　　　　　　75.0  I)
  1S        5fe        ^      0    12    12        　c
）転 換 社 債　2 10 12　1 16.7　1　　　　　　　　　83.3d
）普 通 社 債　2 1O 12　 「16.7     I　　　　　　　　　83.3 ］
e ） 借　 ・　入　　　金　11f)
 フ ラ ン　ト 債　0g
） 中 ・ 短 期 債　2
h ）現先による調達




c）転 換 社 債
d）普 通 社 債
e）借　 入　 金
0 ワ ラ ン ト 債
g ）中 ・ 短 期 債
h）現先による調達
i ）モ　 の　 他10
鉄　鋼　　a
）普　 通　 株
b ）一優　 先　 株

















































1 29.6　　　　1　　　　　　　　　　　70.4  I111.1
1　　　　　　　　　　　　　　　88.9  I1
8X.5　　　　　　　　　　　　　1　　18.5
1 11.1 1　　　　　　　　　　　　　　　88.9 1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　100 i




 44.4　　　　　　1　　　　　　　　　55.6   I
d ）普 通 社 債10 17e
）借　 入　 金24　3f)
 フ ラ ン　ト 債　6　21g
）中 ・ 短 期 債　0 27h
）現先による調達　2　25i





















換 社 債13 16 29　I  44.8　　　　1　　　　　55.2  I
d）普 通 社 債
e）借　 入　 金
D ワ ラ ン ト 債






c）転 換 社 債
d）普 通 社 債
e）借　 入　 金
f)   フ ラ ン　ト 債
g) 中 ・ 短 期 債
h）現先による調達

































































6.9 1　　　　　　　　　　　　　93.1  I86.2
1　13.8
17.2　j　　　　　　　　　　　　82.8  II
 10.3 1　　　　　　　　　　　　　89.7  1I









 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　。97.1  I1
5.8 1　　　　　　　　　　　　　　　94.2  1






f)  ワ ラ ソ　ト 債　10g











16.7 1　　　　　　　　83.3  II
 6.7 1　　　　　　　　　　　　　93.3  i
け5.0　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85.0
　
14 造 船　　　　　　 該当 ナシ 回答社数　　a
）普　　通　　株　4　5　9　　I  44.4二　　　　　　｜　　　　　　弱司
b）優　 先　 株　1　8　9　111. で川　　　　　　　　　88.9 1 ・
d ）普 通 社 債　2
e）借　 入　 金
D ワ ラ ソ　ト 債






c）転 換 社 債
d）普 通 社 債
e）借　 入　 金
D ワ ラ ン ト 債
g）中 ・ 短 期 債
h）現先による調達




c）転 換 社 債
d）普 通 社 債
e）借　 入　 金
0 ワ ラ ン ト 債













































































 6.7 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　93.3  1!
 33.3　　　　1　　　　　　　　　66.7
　
け3.3 1　　　　　　　　　　　　　　26.71 10.0 1　　　　　　　
90.0
I 6.7 1　　　　　　　　　　　　　　93.3  I1
10.0 1　　　　　　　　　　　　　　90.0　　　　　　-
I 3.3 1　　　　　　　　　　　　　96.7
I 57.9　　　　　　　　1　　　　　　42.1  I
　I
 42.1　　　　　　1　　　　　　　　57.9  II

























e) 借　 入。 金11　1 12　1 91.7　　　　　　　　　　　8.3　　　
幻 ワ ラ ン ト 債　1　11　12 8.3  1　　　　　　　　　　　　　91.7  I
s) 中 ・ 短 期 債　0     12    12　1　　　　　　　　　　　　　100  I
h) 現先による調達　0　12　12 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　100 1　　　i)
モ　 の　 他　0　12　12 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　100 1　
この項目は ，今 後数年 間 の資金 調達形 態を考 えてい る。 製造 業 の全業 種に
わた って， 借 入金 がト ップに 考 えられ てい る。 続い て ，普 通 株をあげ る業種(50
 ％以上)は， 薬 品，非 鉄金属 ，機械 ，電機， 自動車 ， 精 密機 器 とな ってい
る。 また， 転 換 社債を あげ る業 種(4:0％以上)は， 食品 ， 紙 。パルプ， 化学，
薬品， 鉄鋼， 非鉄 金属 ，電 機，精密 機器， 印刷 ・事 務 機器 とな ってい る。 こ
こでは，借 入 金， 普通 株，転換 社 債 の三つ の資 本調達 形態 が基 本 とな ってい
る。以上 の も の 以外に ， 普通 社債をあげ る業 種(30 ％以上)に 鉄鋼が あ り， ワ










































































































「a)  27.6 1  b」72.4　　　　　1
a）30.4 b)   65.2 4.3
I a）51.7　　　b ）48.3　　　　1a)
 33.3　　　b ）66.7　　　　　1I
 a）40.0　　　I  b）60.0　　　　1!
 a）42.1　　　I  b）57.9　　　　 ！I
 a）41.7　　　I  b）58.3　　　　1I
 a）37.8　　I  b）60.9　　　|c ）1.3l
この項目は，今後数年間において，海外で資金調達する意向があるかを尋






）普 通 株　0　3　3　1　　　　　　　　　　　　　100  I
b ）転換社債　1　2　3　!  33.3　　　1　　　　　　　　　66.7　　　
c）普通社債　1　2　3　I  33.3　　　1　　　　　　　　66.7 I






































1 10.0 1　　　　　　　　　　　　　　　　　90.0 I
　
I 14.3 1　　　　　　　　　　　　　85.7 1
　I
 14.31　　　　　　　　　　　　　85.7  1I
 42.9　　　　1　　　　　　　　　57.1  I
5 紙 ・   パ ル プ
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該当 ナシ 回答社数
a) 普 通 株　0　5　5　 二　　　　　　　　100 1b)
転 換 社 債　5　　0　　5　　 ヒ100　　　　　　　　　　　　　　　 づc)
普 通 社 債　1　　4　　5　　　し20
・9　1　　　　　　　　　　　80.0 1d








































































































I 25.0　　　1　　　　　　　　　　75.0  I1
25.0　　1　　　　　　　　　　75.0  1I
 50.0　　　　　　　1　　　　　　50.0  I
I 16.7　1　　　　　　　　　　　　85.7 11 85.7　　　　
ト　16.7  1I
 42.9　　　　　　1　　　　　　　57.1  II
 16.7　1　　　　　　　　　　　　85.7  I
1　　　　　　　　　　　　　　　　100 1
180.0　　　　　　　　　　　　1　20.0  II
 50.0　　　　　　　1　　　　　　50.0  i
は0.0　　　1　　　　　　　　　60.0  I



























h）転 換 社 債












































































I 22.6　1　　　　　　　　　　　77.4  I
I 9.7 1　　　　　　　　　　　　　90.3  11
22.6　　1　　　　　　　　　　　77. 副
66.7　　　　　　　　　　1　　　　33.3  1I
 66.7　　　　　　　　　　1　　　　33.3  I1
33.3　　　　1　　　　　　　　　　66.7  I
I 25.0　　　1　　　　　　　　　　　　　　　75.0  I
　



























































































































98 186 171 455
a）37.5 b)  25.0 c）37.5
a）15.4 b）46.2 c）38.5
I a）17.41　b）63.0　　　I  c）19.6　1a
）18.81　b）40.6　　c ）40.6　　1I
 a）8.31　b）50.0　　I  c）41.7　　1
「a」7.4い））25.9 I c）66.7　　　　　1
a)11.1 b）51.9 c)  37.0
I a）13.8 I h）31.0　I  c）55.2　　1









は，a) 海外での経営活動98 社,   21.5 % であり,  b)国内での経営活動186 社，40.9
％となっている。これを両者のみで再比較をすれば， 海外での経営活動


























































































































a)  62.5　　　　c ）37.5　　　1a)
  55.9　　　!  b ）35.3　　c ）8.8 I
-
a ）64.3　　　b ）21.4　c ）14.3  Ia
）61.5　　　 ゆ ）15.4  I c）23.1　1a
）56.5　　　I  h ）37.0　　c ）6.5|a
）62.5　　　I  b ）28.1　I  c）9.4  Ia
）75.0　　　　b ）16.7　c ）8.3 Ia
）66.7　　　　 け））25.9　c ）7.4 Ia
）55.6　　　　　　　b）29.6　　　　c ）14.8  Ia
）48.3　　　b ）44.8　　　c ）6.9l
a）56.5 b）31.9 c）11.6
I a) 61.7　　　　I  b)  35.0I
 a) 77.8　　　　　　　I  c）22.2　1I
 a）66.7　　　b ）26.7　　　c ）6.6|
a）52.6 b）42.1 c)5.3
a）50.0 b ）41.7 c）8.3
合　　 計　271 140 44 455　1 a)  59.6　　　I  b）30.8　りc)   9.6 I
この項目は，企業合併の資金調達に及ぼす影響を尋ねている。製造業全体
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とし ては， 肯定す るもの271 社,   59.6％, 否定 す るも の140 社,   30.8% であ る。
両 者 の比較 で再修正 す ると， 肯 定 する もの65.9%, 否定 す るも の34.1% とな
り，企業 合併は資 金調達 に 何らか の影 響を 与え る と考 えてい ることが推 測さ
れ る。肯定 す るもの で高い 比 率を もってい る業 種(再修正値70％以上)は ，繊 維(75%),
紙 。パルプ(80 ％), 右油 ・ ゴ ム(81.8％), ガラス・土 石(72%), 造船(100
％), 自動 車(71.4％)とな る。 また絶対 数 の多い業 種(回答社数20社以上)は，























































































! a)  100　　　　　　　　　　　1
a）68.4 b）26.3 c)5.3
a）100　　　　　　　　　　　1
a)   88.5 b3.8|c)7.7!
a)  80.0　　　　　|b)lO.O  )c)10.0l
1 a)  88.9　　 ＼　　　　　I  c）11.1 II
 a）94.4　　　　　　　　　|b 5A ＼la
）100　　　　　　　　　　　1a
）85.7　　　　　　　　I  c）14.3 1
a）82,1 b）12.8C 5.1
a）78.4　　　　　I  b）8.1 I c）13.5 1・I
 a）57.1　　　b ）14.3 I c）28.6　1・
　
a) 83.3 h）16.7
a) 83.8　　　　　 ゆ）19.6 1 c)6.6
この項目は，企業合併の影響はどうかを尋ねている。製造業全体として，





























































































































a）33.3　 け） 58.3　　　　c ）8.3
a）40.7　　　b ）59.3








）26.3         iI
 a）58.3　　　 りb ）41.7　　　1a
）55.8　　　I  b）41.8　　lc ）2.4l
この項目は，資金調達の場合，株価を考慮するかどりかを尋ねている。製
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利潤144社,  56.7卿でトップである。次に，c)各種利益率65 社,  25.6％とた
っている。利潤がとくに高い業種(70% 以上)は，水産・鉱業， 食品， 石油・
ゴム， ガラス・土石となっている。 各種利益率が高い業種(5096以上)は，繊
維，鉄鋼である。その他,  d)キャッシュ・フロー, 売上高が低い率であるが
あげられている。　
項目3-(9)は， 余剰資金の運用について尋ねている。 製造業全体では,  d)
現先が239 社,   52.5％であり，最も重視している。続いてc) 債券124 社,   27.3



















































































a) 37.5　I b）50.0　　　c)  12.51
［a)  50.0　　　1 b ］50.0　　　1
a）53.6 b）42.9 C3.6
I a ）46.2　　　　　　　|b ）53.8　　　　　　　　　1a)
 30.4　　Ib ）67.4　　　　　 同I
 a ）53.1　　　　　　　b ）46.9　　　　　　　　　1
　a)
 59.3　　　　I  b ）40.7　　　　　1
　I
 a ）51.7　　　　I  b ）48.3　　　　1
　
a）55.0 b）41.7 C




ト  a) 33.3 I  b) 66.7 ' I
十 　
この項目偉, 財務戦略について尋ねている。製造業全体では,a) 無借金企業
をめざす,   208社, 45.7% であり, b)借金の効用を見直す, 237 社,52.1 ％とな
っている。両者のみで比較，再修正すると，前者が46.7 ％, 後者が53.3 ％と
なる。業種別では，無借金企業をめざす場合，平均値より高い業種(50 ％以上)
は，食品，繊維，薬品，ガラス・土石，非鉄金属，電機である。他方，借金











匂 本 調 査 に 関 し ， 柿 崎 洋 一 氏( 東 洋 大 学 専 任 講 師) お よ び 中 里 吉 孝 氏( 東 洋 大 学 大
学 院 修 了) か ら い た だ い た 援 助 に 厚 くぉ 礼 申 し 上 げ た い 。 また ， 集 計 に あ た っ て
は ， 東 洋 大 学 電 子 計 算 機 セy タ ー の 援 助 を 受 け た こ と に 対 し て も お ネL申 し 上 げ る
次 第 で あ る
○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・。　
な お ， 本 調 査 は ， 日 本 証 券 奨 学 財 団(Japan Securities Scholarship Founda ・tion)
の 援 助 の も と に 行 な わ れ た も の で あ り ， 関 係 各 位 に 感 謝 す る も の で あ る。
2) 業種別コードの番号は，製造業および非製造業を含めた統一番号になっている
ので，番号がとんでいることに注意されたい。
参 考 文 献
日本経済新聞社『日経会社情報'82-1 新春号』昭和56年。
ダイヤモソド社『会社職員録』（上巻，下巻）, 昭和56年。
仁 皿 談 鶏 戸I mら 国企業の資金調達』商事法務研究会3 昭和卵年。
小椋康宏著『経営財務』同友館，昭和53年。
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十・・．　　　　 ・・　昭 和 牡7 年3] 月7  日
東 洋 大学 経営研 究所












東洋大学経営研究所 TEL　0  3－945 －7486 担m　 月ヽ椋・柿崎 ）




電 話 番 号
回答者 御氏名 ～
回答者　職名
％ ♂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 - J ゛
． ‘ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
． 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
． 　 　 　







(1) 現 在貴社におしヽ て財務に関する組織がありますか。
a）　YES b ） NO
（ 該当項目どちらかに○印を ）
（2） 前項a ）の場合、その組織はどのような名称で呼ばれていますか。　　　　　　　　
（ 該当項目1 つに○印を ）
a ）　 財　 務　　　　　　　　b ）　 経　 理　　　　　c
）　 総　 務　　　　　　　d ）　 管　 理　　　　　e











 1 名～1    5名2





















〔 該当項目1  つに○印を3
3 年～8  年1
  3年以上
6 名 ～1    O名1
   6名 ～2   0 名2
   6名以 上





事 務 の集 中化
内部 監 査　　　　　　 ．，
k ）m
）
記 録 おヽ よ ぴ 報 告
そ の 他　　7
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〔 該当項目1 つ^o 印を 〕
〔 該当項 目どちらかに○印を 〕
㈲ 貴社における自己資本比率<o水準はどの程度が望ましいとto考え・ごすか．　　　　　
〔該当項目1 つに○印を〕
a）　5   0 価・以上　　　　　b ）　5  0  ^～4   1 価　　　　c
）　4   0 価～3   1 俤　　　　d）　3  0^ ～2  工帰　　　 ＞　　　　e
）　2   0 価～11  多　　　f ）　1   0 多以 下
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2　 企業 の資金調達 の実情に ついて下記事項を=お聞かせ下さい 。
(1) 今後i ～3 年の資金需要のうち、現在に邨いて次のいずれが大きいと思いますか。







〔 該当項目1 つに○印を 〕
、ごじ’゙Iし　　　ダ・フ．
普 通 株　　　　　　　b ）　 優 先 株































(2 ） 現 在 貴 社 に お い て は 、 資 金 調 達 と し て 次 の い ず れ に 重 点 を 置 い て い‘ま す か ．　　　　　　
（ 該 当 項 目 ど ち ら か に ○ 印 を ）
a ）　 内 部 資 金　　　　　 □ 、b ）　 ．、外 部 資 金 ‥‥ ‥‥ ‥‥ ‥ ‥　 ‥　j 、-　
9　　　　　　　　r-　.II`・●..Ir.″し丿　.・.　　　　　　j　　　　　i・・　.t...≒.　’.　.　　1 ’、
(3)    Still a)の場合、特にいずれめ調達面戻が重要だと思い'ますが√　　 く……
…　　　　　
＿… …








(5) 資 金 調 達 源 泉 の 選 択 基 準 は 次 の い ず れ が 重 要 だ と 思 い ま す か6 …………ヶ
し … … ……　j　　
ト　・べ　・.---　 、` 　　・・　　　　　 、　　　　　 ・` ・、.　`　・=-・　　　 ／＼.ダl・  、)、.●.・; ‥‥‥ ‥‥　　‥ 　‥　‥‥　1
にE ……………ンa
）　 資 本 コ ス ト おヽよ び 資 本 構 成b
）　 資 金 調 達 の 容 易 性　　 ヤ　　
r．’Iぞ　　・=　1　　　　/"、・
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・　　　　　　 ●lf ‘・　.’・　 ゛ ・ ’‾　 ●.　　・　　　. ？　` 　・　　　　 ● 11　-●　　・J・`　I　　　　. ●゙’≒　・　　　　一一・4
（6)  時 価 発 行 増 資 の 場 合
、 メ リ ヅ ト と
じ て 次 め い ず れ だ と 思 いj ま す がJ … … … …:… ……/
｀　 ゲj　
〔 該 当 項 目 ど ち ら か に ○ 印 を 〕
a)　 資 本 コ. ス ト ニ　　　　　　　　　 … …
や…
… …　 … … ∧I … ……j　　　　
b ）　 自 己 資 本 の 充 実
(7)    転 換 社 債 の 場 合 、 メ リ ッ ト と し て 次 の い ず れ だ と 思 い ま す がo　　　　 ｀　　　　　　　
し〔 該 当 項 目 ど ち ぢ か に ○ 印 を 〕
a ）　 資 本; コ ス ト　　　　　　　　　　　　　　l 二…………
ご。:
・　　 ヘレ　　　　b
）　 資 金 調 達 の 容 易 性　　　　　　　　　　　 万…… 。ご…………=　　O　　　　　　　　　







（8 ） 普 通 社 債 の 場 合 、 メ ツ デ ト と 、し て 次 の い ず れ だ と・思 い ま す 力Iらy‥　 、;　　 こい‥　　　　　　








（9)    借 入 金 の 場 合 、 メ リ ッ ト と し て 次 の い ず れ だ と 思 い ま す か 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
バr
加・　　　　ダフ　 ー　　　　　　　　　　 グI ’　 ダ・‥　　　　　　　
ダ）　　　　　　　　　C 該 当m 目 ど ぢ ち か に ○ 印 を 〕
a)　 資 本 コ スh　　　　　　　　
－　　j　●II .. ’5.　1　　゙・. ´・・　　　.y　　..,j丿’　　．　 ，
ト ………J=　 ≒b ） … …/資 金 調 達 の 容 易 性　　　　　　　　　　　　　　　　　　




（呻 貴 社 の 配 当 を 決 定 す
る に あ た っ て は 、 次 の し ずヽ れ だ と 思 い ナ がc　　 ト　　　　　　　　　　
〔 該 当 項 目 ど ち ら か に ○ 印 を 〕
a　¶　　I■　　　・.　 ’ ・  f ・I` 　　r ・　　　Ir　j--.I　 ’.・. ’`　・f.　f¥ヾj
、-?.‘　　 、’
｀　　1●’  l -　　I 　 　　●　　　・“ ・　j　●　　　　　I-●.4r　　 　　　　・. ’ミ゚ -・Jk　.・　・ヾ 　　/　・　 　 ・φ　　 　　♂　 ・ 　 　 ・　　 ・ 　 　　 rl l　 　 a
）　 業 績 のt^ か ん 艦 か か わ ら ず
、 ノ
配 錨 額 を 一 定 に 維 持 す 右 ．万 に:ジ1.……… …ノ・
十 二二 上 ….万… …: ニ …
…
（と・兪 定 配 当 政 策 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　
．1
φ　　　　　　　／　　　　　　b
）　 業 績 の い か ん に か か わ ら ず
、
配 当 額 を 弾 力 的 忙 考 え る（．　　　　　　　　　
（ 配 当 性 向 主 義 ）　　　　　
… … ‥
‥ ‥ ‥　 ‥‥ ‥‥. ．
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ろ　今後の企業の資金調達について下記事項をお聞かせ下さい。
















中・短期債（ コマ― シャル・ べ・．バーなど ）
債券の条 件付売却｛ 現先売!｝）に よる 調達
そ の他





























a）　 利　潤　　　　　　　b ）　 売上 高　　　　c














〔 該当項目1 つに○印を 〕
〔 該当m 目どちらかに○印を〕
゛大変ご多忙0 ところご回答いただき
本当に有難く深謝申しあげます。 、
